
彼
は
、
破
傷
風
に
つ
い
て
は
充
分
な
知
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
、

本
病
の
本
体
は
、
敗
血
症
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
徳
島
市
）

一
九
○
一
年
一
二
月
一
○
日
、
ウ
ー
ド
ネ
ル
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
総

裁
は
、
こ
の
よ
う
な
授
賞
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
（
中
村
誠
太
郎
・
小
沼

通
二
編
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
講
演
物
理
学
」
三
五
・
ヘ
ー
ジ
）
。

〃
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ノ
ー
ベ
ル
が
、
彼
の
遺
言
状
の
中
で
創
設
し
た
偉
大
な
る
賞
の
う
ち

の
二
つ
の
授
与
を
行
な
う
特
権
を
、
ノ
ー
ベ
ル
か
ら
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
Ｉ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
教
授
に
、
お

贈
り
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
ｌ
こ
こ
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
に

つ
い
て
発
見
さ
れ
た
性
質
の
一
つ
だ
け
を
、
思
い
お
こ
し
て
み
る
こ

と
に
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
医
療
に
お
け
る
エ
ッ
ク
ス
線
の
広
範
囲
の
使
用
の
基
礎

を
な
し
て
い
る
性
質
で
す
。
ｌ
″

本
邦
放
射
線
事
始
に
尽
し
た
人
び
と

今

市

正
義

（88） 230

丑



一
八
九
五
年
二
月
、
エ
ッ
ク
ス
線
の
発
見
は
、
一
九
世
紀
に
お

け
る
科
学
上
の
偶
然
性
と
必
然
性
の
相
関
を
示
す
も
の
と
し
て
、
世

紀
末
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
。

ゲ
ン
氏
の
大
発
見
」
を
、
「
東
坪

本
邦
最
初
の
紙
上
紹
介
と
し
た
。

せ
い
ぜ
い
、
一
メ
ー
ト
ル
平
方
の
小
机
の
上
で
、
〃
お
身
の
頭
に

角
あ
り
そ
の
眼
銀
月
の
如
く
冴
へ
お
身
の
胴
体
く
ろ
が
ね

の
如
く
壮
重
な
り
き
″
と
、
梅
谷
友
吉
を
詠
嘆
さ
せ
た
よ
う
に
、
ク

ル
ッ
ク
ス
管
と
感
応
コ
イ
ル
を
注
意
ぶ
か
く
に
ら
承
合
せ
、
数
十
分

を
費
し
て
被
写
体
を
乾
板
上
に
潜
像
さ
せ
る
実
験
が
、
科
学
の
三
界

か
ら
、
物
理
界
を
ひ
た
走
り
に
医
学
に
も
足
を
留
め
る
よ
う
に
な
る

本
邦
放
射
線
事
始
は
、
こ
の
月
を
起
点
と
し
て
、
水
野
敏
之
亟
・

丸
茂
文
良
・
村
岡
範
為
馳
・
糟
谷
宗
資
・
島
津
源
蔵
。
同
じ
く
源
吉

・
藤
木
栄
太
郎
・
山
川
健
次
郎
・
鶴
田
賢
次
・
水
木
友
次
郎
の
人
び

と
に
よ
っ
て
、
実
験
が
開
始
さ
れ
た
。

翌
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
三
月
、
水
野
敏
之
亟
は
、
長
岡
半
太
郎

か
ベ
ル
リ
ン
よ
り
送
付
の
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
を
上
掲
し
た
「
レ
ン
ト

ゲ
ン
氏
の
大
発
見
」
を
、
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
一
七
四
号
に
よ
り
、

演
者
は
、
主
と
し
て
京
都
を
中
心
に
、
品
川
弥
二
郎
・
明
治
の
万

葉
歌
人
天
田
愚
庵
に
も
眼
を
注
ぎ
た
い
。

（
高
知
県
安
芸
市
森
澤
病
院
放
射
線
科
）

う
と
は
。

（89）231


